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【提出日】平成30年4月5日(2018.4.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　－少なくとも１種のシラン基含有ポリマーと；
　－少なくとも１種の式（Ｉ）
【化１】

｛式中、
　ｎは２～２０の整数を表し、
　Ａは、場合により不飽和部分を含有し、場合によりヘテロ原子を含有し、場合によりア
ミノ基を有する炭素数２～１００のｎ価の脂肪族または脂環式またはアリール脂肪族炭化
水素基を表し、
　Ｚは、式

【化２】

　（式中、
　Ｒ１およびＲ０は、互いに独立してそれぞれ水素、または炭素数１～８のアルキル基も
しくはシクロアルキル基もしくはアラルキル基を表し、
　Ｒ２は、水素、または場合によりヘテロ原子を含有し、場合により末端第１級もしくは
第２級アミノ基を有する炭素数１～１８のアルキル基、シクロアルキル基、もしくはアラ
ルキル基を表し、
　Ｒ３は、－ＮＲ４Ｒ５、または水素、または炭素数１～１２のアルキル基、シクロアル
キル基、もしくはアラルキル基を表し、
　Ｒ４およびＲ５は、互いに独立してそれぞれ水素、または場合によりヘテロ原子を含有
する炭素数１～１８のアルキル基、シクロアルキル基、もしくはアラルキル基を表し、
　Ｒ１とＲ２はまた一緒になって、炭素数２～６のアルキレン基を表してもよく、
　Ｒ２とＲ０はまた一緒になって、場合によりヘテロ原子を含有する炭素数３～６のアル
キレン基を表してもよく、
　Ｒ２とＲ３はまた一緒になって、炭素数３～６のアルキレン基を表してもよく、
　Ｒ４とＲ５はまた一緒になって、場合によりヘテロ原子を含有する炭素数４～７のアル
キレン基を表してもよく、
　Ｒ２とＲ５はまた一緒になって、炭素数２～１２のアルキレン基を表してもよい）
の基を表す｝
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の触媒と、
を含む組成物であって、
前記式（Ｉ）の触媒が、芳香環、または芳香族複素環系の一部に直接結合している窒素原
子を含有せず、また、シラン基を含まない、組成物。
【請求項２】
　Ａが、１，２－エチレン；１，３－プロピレン；１，２－プロピレン；１，４－ブチレ
ン；１，３－ブチレン；１，２－ブチレン；２，３－ブチレン；１，３－ペンチレン；２
－メチル－１，５－ペンチレン；１，６－ヘキシレン；２，２（４），４－トリメチル－
１，６－ヘキサメチレン；１，８－オクチレン；１，１０－デシレン；１，１２－ドデシ
レン；（１，５，５－トリメチルシクロヘキサン－１－イル）メタン－１，３；１，３－
シクロヘキシレン－ビス（メチレン）；１，４－シクロヘキシレン－ビス（メチレン）；
１，３－フェニレン－ビス（メチレン）；２－および／または４－メチル－１，３－シク
ロヘキシレン；４－アザ－Ｎ－メチル－１，７－ヘプチレン；４－アザ－Ｎ－エチル－１
，７－ヘプチレン；３－アザ－１，５－ペンチレン；３，６－ジアザ－１，８－オクチレ
ン；３，６，９－トリアザ－１，１１－ウンデシレン；４－アザ－１，７－ヘプチレン；
３－アザ－１，６－ヘキシレン；４，７－ジアザ－１，１０－デシレン；７－アザ－１，
１３－トリデシレン；ピペラジン－１，４－ジイル－ビス（１，２－エチレン）；ピペラ
ジン－１，４－ジイル－ビス（１，３－プロピレン）；３－オキサ－１，５－ペンチレン
；３，６－ジオキサ－１，８－オクチレン；４，７－ジオキサ－１，１０－デシレン、お
よび分子量が約１８０～５００ｇ／ｍｏｌの範囲のα，ω－ポリオキシプロピレンからな
る群から選択されることを特徴とする、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記式（Ｉ）の触媒中、Ｒ３が－ＮＲ４Ｒ５を表し、
　Ｒ４が水素を表し、
　Ｒ２およびＲ５が互いに独立してそれぞれ、場合によりヘテロ原子を含有する炭素数１
～１８のアルキル基、シクロアルキル基、もしくはアラルキル基を表し、
　Ｒ１が水素を表す、
ことを特徴とする、請求項１または２に記載の組成物。
【請求項４】
　前記式（Ｉ）の触媒中、Ｒ２およびＲ５が互いに独立してそれぞれ、エチル、イソプロ
ピル、ｔｅｒｔ．ブチル、３－（ジメチルアミノ）プロピル、またはシクロヘキシルを表
すことを特徴とする、請求項３に記載の組成物。
【請求項５】
　前記シラン基含有ポリマーが末端シラン基を有するポリオルガノシロキサンであること
を特徴とする、請求項１～４のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項６】
　前記シラン基含有ポリマーがシラン基含有ポリオレフィンまたはシラン基含有ポリエス
テルまたはシラン基含有ポリ（メタ）アクリレートまたはシラン基含有ポリエーテルまた
はこれらのポリマーの混合型であることを特徴とする、請求項１～４のいずれか一項に記
載の組成物。
【請求項７】
　少なくとも１種のオルガノチタネートをさらに含有することを特徴とする、請求項１～
６のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項８】
　Ｒ３が水素、または炭素数１～１２のアルキル基、シクロアルキル基、もしくはアラル
キル基を表す式（Ｉ）の触媒を製造する工程を含む、請求項１～７のいずれか一項に記載
の組成物の製造方法であって、少なくとも１種のポリアミンを少なくとも１種のオルトエ
ステルまたは少なくとも１種の１，３－ケトエステルまたは少なくとも１種のニトリルと
反応させることを特徴とする、方法。
【請求項９】
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　Ｒ３が－ＮＲ４Ｒ５を表す式（Ｉ）の触媒を製造する工程を含む、請求項１～７のいず
れか一項に記載の組成物の製造方法であって、式Ａ－（ＮＨＲ１）ｎの少なくとも１種の
ポリアミンを、式Ｒ５－Ｎ＝Ｃ＝Ｎ－Ｒ２の少なくとも１種のカルボジイミドと反応させ
ることを特徴とする、方法。
【請求項１０】
　前記ポリアミンが１，２－エタンジアミン、１，３－プロパンジアミン、１，２－プロ
パンジアミン、１，４－ブタンジアミン、１，３－ブタンジアミン、１，２－ブタンジア
ミン、２，３－ブタンジアミン、１，３－ペンタンジアミン、１，５－ジアミノ－２－メ
チルペンタン、１，６－ヘキサンジアミン、２，２，４－および２，４，４－トリメチル
ヘキサメチレンジアミン、１，８－オクタンジアミン、１，１０－デカンジアミン、１，
１２－ドデカンジアミン、１－アミノ－３－アミノメチル－３，５，５－トリメチルシク
ロヘキサン、１，３－ビス（アミノメチル）シクロヘキサン、１，４－ビス（アミノメチ
ル）シクロヘキサン，１，３－ビス（アミノメチル）ベンゼン、２－および４－メチル－
１，３－ジアミノシクロヘキサンおよびその混合物、Ｎ，Ｎ－ビス（３－アミノプロピル
）メチルアミン、Ｎ，Ｎ－ビス（３－アミノプロピル）エチルアミン、ジエチレントリア
ミン、トリエチレンテトラミン、テトラエチレンペンタミン、ジプロピレントリアミン、
Ｎ－（２－アミノエチル）－１，３－プロパンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（３－アミノプ
ロピル）エチレンジアミン、ビス－ヘキサメチレントリアミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（アミノ
エチル）ピペラジン、Ｎ，Ｎ’－ビス（アミノプロピル）ピペラジン、ビス（２－アミノ
エチル）エーテル、３，６－ジオキサオクタン－１，８－ジアミン、４，７－ジオキサデ
カン－１，１０－ジアミン、および分子量が約２１０～５００ｇ／ｍｏｌの範囲のポリオ
キシプロピレンジアミンからなる群から選択されることを特徴とする、請求項８または９
に記載の方法。
【請求項１１】
　前記反応を前記シラン基含有ポリマーの存在下で行うことを特徴とする、請求項８～１
０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　接着剤、シーリング材またはコーティング材としての請求項１～７のいずれか一項に記
載の組成物の使用。
【請求項１３】
　請求項１～７のいずれか一項に記載の組成物から硬化後に得られる硬化した組成物。
【請求項１４】
　硬化性組成物用の架橋触媒としての、請求項１に記載の式（Ｉ）の触媒の使用。
【請求項１５】
　式（Ｉａ’）
【化３】

（式中、
　ｎ’は２または３、とりわけ２を表し；
　Ａ’は、場合によりヘテロ原子を含有し、場合によりアミノ基を有する炭素数２～１８
のｎ’価の脂肪族または脂環式またはアリール脂肪族炭化水素基を表し；
　Ｒ２’およびＲ５’は互いに独立してそれぞれ、場合によりヘテロ原子を含有する炭素
数１～１８のアルキル基、シクロアルキル基、もしくはアラルキル基を表す）
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の触媒であって、シラン基を含まない、触媒。
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